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「
九
州
文
化
史
」
ア
ー
カ
イ
ブ
事
始
め

解　
題

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
な
か
に
九
州
文
化
史
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て
以
来
組
織
の
改
編
は
あ
り
つ

つ
も
、
八
四
年
間
に
わ
た
り
箱
崎
の
地
に
あ
っ
た
「
九
州
文
化
史
」
は
、
い
よ
い
よ
今
年
、
伊
都
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す
る
。

移
転
を
間
近
に
控
え
た
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
箱
崎
の
地
で
活
動
し
て
き
た
「
九
州
文
化
史
」
の
学

問
的
伝
統
を
振
り
返
る
べ
く
、「
展
示　

金
田
平
一
郎
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
・
法
学
研
究
院
主
催
、
於

中
央
図
書
館
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
か
ら
二
六
日
ま
で
）
を
企
画
し
た
。
本
展
示
は
、
草
創
期
の
九
州
文
化
史
研
究
所
に
お
い
て
史

料
蒐
集
を
主
導
し
た
法
文
学
部
法
制
史
講
座
金
田
平
一
郎
助
教
授
（
当
時
）
の
学
問
的
足
跡
を
た
ど
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
企
画
の
過

程
に
お
い
て
、
当
部
門
内
に
保
管
さ
れ
て
き
た
「
九
州
文
化
史
」
事
務
記
録
の
整
理
は
も
と
よ
り
、
大
学
内
外
の
新
聞
記
事
な
ど
の
調

査
を
す
す
め
、
そ
の
結
果
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
九
州
文
化
史
研
究
所
創
設
の
頃
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
集
め
る
こ
と
が
出

来
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
、「
九
州
文
化
史
」
が
か
つ
て
持
っ
た
理
想
や
、
そ
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

の
「
九
州
文
化
史
」
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
の
よ
す
が
と
し
た
い
。

「
九
州
文
化
史
」
ア
ー
カ
イ
ブ
事
始
め

梶　

嶋　

政　

司 

編
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「
九
州
文
化
史
」
ア
ー
カ
イ
ブ
事
始
め

 
 

一
、
組
織
の
変
遷

九
州
文
化
史
研
究
所
は
、
九
州
全
般
に
わ
た
る
文
化
史
的
な
史
料
の

収
集
と
研
究
を
究
極
の
目
的
と
し
て
、
一
九
三
四
年
、
九
州
帝
国
大
学

法
文
学
部
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
草
創
期
、
所
員

の
長
沼
賢
海
（
国
史
学
第
一
講
座
教
授
）、
金
田
平
一
郎
（
法
制
史
講
座

助
教
授
）、
遠
藤
正
男
（
経
済
科
講
師
）
を
中
心
と
し
て
、
福
岡
藩
の
税

法
、「
日
田
金
」
と
九
州
諸
藩
の
財
政
政
策
、
石
炭
鉱
業
の
発
展
、
切
支

丹
史
料
と
く
に
宗
門
帳
の
四
テ
ー
マ
か
ら
研
究
が
始
ま
っ
た
。
発
足
当

初
、
九
州
文
化
史
研
究
所
事
務
室
は
旧
法
文
学
部
本
館
地
下
教
室
に
置

か
れ
て
い
た
。

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
の
新
学
制
実
施
に
と
も
な
い
、
法
文
学

部
の
法
・
文
・
経
三
学
科
が
独
立
す
る
と
、
一
九
五
〇
年
か
ら
九
州
文

化
史
研
究
所
は
文
学
部
、
法
学
部
、
経
済
学
部
の
共
同
管
理
と
な
り
、

大
学
よ
り
予
算
が
付
け
ら
れ
た
。
翌
一
九
五
一
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
号
に
収
録
さ
れ
た
「
九
州
大
学
九
州

文
化
史
研
究
所
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
九
州
文
化
史
研
究
所
で
は
、

一
般
文
化
部
門
・
政
治
史
社
会
史
部
門
・
法
制
史
部
門
・
経
済
史
部

門
・
対
外
交
渉
史
部
門
・
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
史
部
門
の
各
部
門
を
研
究
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目
的
と
し
て
、
史
料
採
訪
・
整
理
・
保
存
・
複
写
、
慣
行
調
査
、
研
究
と
発
表
、
紀
要
の
発
行
を
行
っ
た
。
戦
前
か
ら
引
き
続
き
九
州

各
地
の
史
料
蒐
集
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
に
三
木
俊
秋
が
助
手
に
任
用
さ
れ
て

以
降
、
文
化
史
独
自
の
事
務
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
組
織
体
の
歴
史
を
解
明
し
て
い
く
上
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
中
央
図
書
館
古
文
書
部
設
置
計
画
も
あ
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
四
月
に
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施

設
（
対
外
交
渉
史
部
門
）
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
制
化
さ
れ
た
当
研
究
施
設
に
お
い
て
は
共
同
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
四
月
に
は
比
較
考
古
学
部
門
が
設
置
さ
れ
、
二
部
門
体
制
と
な
っ
た
。

教
養
部
統
廃
合
、
学
際
大
学
院
設
置
の
流
れ
の
な
か
で
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
四
月
以
降
、
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
に

九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
人
員
と
史
料
が
吸
収
さ
れ
、
九
州
文
化
史
研
究
施
設
は
、
学
内
措
置
に
よ
り
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文

化
研
究
科
九
州
文
化
史
資
料
室
と
改
組
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
設
立
構
想
に
よ
る
再
改
組
の

動
き
の
中
で
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
三
月
末
日
に
は
同
室
が
廃
止
さ
れ
る
に
至
り
、
当
面
の
弥
縫
策
と
し
て
、
旧
「
九
州
大
学
大

学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
九
州
文
化
史
資
料
室
」
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
大
学
記
録
研
究
資
料
館
構
想
を
経
て
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）
四
月
に
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
が
発

足
す
る
と
、
旧
「
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
九
州
文
化
史
資
料
室
」
は
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
と
し
て
記

録
資
料
館
の
な
か
に
位
置
付
き
、
今
日
に
至
る
。

二
、
資
料
に
つ
い
て

以
下
掲
載
資
料
に
つ
い
て
の
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

資
料
１
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
九
月
一
八
日
、
お
よ
び
資
料
２
『
九
州
大
学
新
聞
』
一
九
三
四
年
九
月
二
九
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日
は
、
と
も
に
九
州
文
化
史
研
究
所
の
設
立
を
報
じ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。
資
料
一
で
は
、「
西
南
部
地
方
を
研
究
対
象
」
と
す
る
九
州

帝
国
大
学
の
学
風
を
「
西
南
学
派
」
と
称
し
、
そ
の
学
風
の
な
か
で
新
た
に
法
文
学
部
に
設
置
さ
れ
た
九
州
文
化
史
研
究
所
が
「
年
と

共
に
散
佚
す
る
九
州
地
方
の
文
書
類
の
蒐
集
保
存
」
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
記
事
に
見
ら
れ
る
、
明
年
度
二
万

円
の
予
算
要
求
に
よ
る
研
究
所
設
立
の
計
画
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。

資
料
３
『
九
州
大
学
新
聞
』
一
九
三
四
年
九
月
二
九
日
は
、
金
田
平
一
郎
と
と
も
に
草
創
期
に
お
け
る
九
州
文
化
史
研
究
所
の
史
料

蒐
集
を
精
力
的
に
行
っ
た
経
済
科
講
師
遠
藤
正
男
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ
る
。

資
料
４
～
６
は
、
九
州
文
化
史
研
究
所
の
発
足
か
ら
約
二
年
が
経
過
し
た
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
六
月
二
四
か
ら
同
二
六
日
に

か
け
て
『
福
岡
日
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
九
州
文
化
史
を
探
る
人
々
（
Ａ
）・（
Ｂ
）・（
Ｃ
）」
で
あ
る
。
長
沼
賢
海
（
国
史
学
第
一

講
座
教
授
）、
三
田
村
一
郎
（
経
済
科
教
授
）・
遠
藤
正
男
（
同
講
師
）、
金
田
平
一
郎
（
法
制
史
講
座
助
教
授
）
の
学
問
や
問
題
関
心
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
大
変
興
味
深
い
と
と
も
に
、
発
足
間
も
な
い
頃
の
九
州
文
化
史
研
究
所
の
活
動
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
の
出
来
る

貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

資
料
７
は
、
一
九
六
一
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
『
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
（
紀
要
第
八
・
九
号
合
併
号
）
創
立
二
十
五
周
年

記
念
論
文
集
』
の
附
録
と
し
て
謄
写
版
で
出
さ
れ
た
「
回
顧
集
」
で
あ
る
。
長
沼
賢
海
、
宮
本
又
次
、
原
田
如
一
（
九
州
文
化
史
研
究

所
事
務
嘱
託
）
が
執
筆
し
て
い
る
。

翻
刻
は
梶
嶋
の
ほ
か
、
越
坂
裕
太
・
川
邊
あ
さ
ひ
（
人
文
科
学
府
歴
史
空
間
論
専
攻
修
士
課
程
）
が
行
っ
た
。
そ
の
際
、
漢
字
の
字

体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。



─ 25 ─

「
九
州
文
化
史
」
ア
ー
カ
イ
ブ
事
始
め

主
な
参
考
文
献

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
九
号
、
九
州
文
化
史
研
究
施
設
、
一
九
九
四
年

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
八
号
、
九
州
文
化
史
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年

九
州
大
学
文
学
部
編
『
九
州
大
学
文
学
部
90
年
の
歩
み
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年

資
料
１
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
９
年
９
月
18日

】（
西
日
本
新
聞
社
提
供
）
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資料２【九州大学新聞1934年９月29日】
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史
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資
料
３
【
九
州
大
学
新
聞
１
９
３
４
年
９
月
29
日
】
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化
史
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ー
カ
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ブ
事
始
め

資
料
４
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
24
日
】（
西
日
本
新
聞
社
提
供
）
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「
九
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文
化
史
」
ア
ー
カ
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ブ
事
始
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資
料
５
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
25
日
】（
西
日
本
新
聞
社
提
供
）
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文
化
史
」
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ー
カ
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ブ
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資
料
６
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
26
日
】（
西
日
本
新
聞
社
提
供
）
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「
九
州
文
化
史
」
ア
ー
カ
イ
ブ
事
始
め

資
料
１
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
９
年
９
月
18
日
】

九
大
法
文
学
部
に
て
九
州
特
異
文
化
研
究

明
年
度
予
算
に
二
万
円
を
要
求
し
研
究
所
設
立
の
計
画

日
本
に
於
け
る
「
西
南
学
派
」
を
以
て
任
ず
る
九
州
帝
大
で
は
、
そ
の
地
理
的
特
異
性
に
よ
る
西
南
部
地
方
を
研
究
対
象
と
し
、
医
学

部
に
於
て
は
九
州
地
方
の
風
土
病
を
始
め
熱
帯
医
学
、
植
民
衛
生
、
工
学
部
で
は
石
炭
、
製
鉄
、
農
学
部
で
は
南
海
の
生
産
学
的
研
究

を
始
め
熱
帯
農
業
の
研
究
に
於
て
夫
々
特
異
性
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
同
大
学
の
う
ち
で
も
最
も
新
し
い
歴
史
を
も
つ
法
文
学
部
で

も
、
此
の
西
南
派
の
伝
統
学
風
を
と
り
入
れ
て
、
九
州
地
方
の
特
異
文
化
史
の
研
究
が
計
画
さ
れ
、
今
年
度
は
不
如
意
の
予
算
の
う
ち

か
ら
一
千
円
を
絞
出
し
て
既
に
同
研
究
に
着
手
、
明
年
度
に
於
て
は
九
州
地
方
文
化
史
研
究
所
の
創
設
費
と
し
て
二
万
円
の
予
算
を
新

規
要
求
し
て
ゐ
る
が
、
同
研
究
所
は
文
部
省
で
も
非
常
に
乗
り
気
と
な
り
賛
成
既
に
右
新
設
費
予
算
は
大
蔵
省
に
廻
附
さ
れ
て
を
り
近

く
行
は
れ
る
同
省
の
査
定
に
成
否
の
運
命
が
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
が
同
研
究
所
は
年
と
共
に
散
逸
す
る
九
州
地
方
の
文
書
類
の
蒐
集
保
存

の
上
か
ら
云
つ
て
も
極
め
て
有
意
義
な
る
も
の
と
し
て
松
浦
総
長
や
豊
田
法
文
学
部
長
以
下
何
れ
も
そ
の
新
設
要
求
の
容
れ
ら
れ
ん
事

を
希
望
し
て
ゐ
る
、
則
ち
法
文
学
部
で
は

 
 

国
史
学
を
担
任
す
る
長
沼
、
竹
岡
両
教
授
、
史
的
分
野
に
於
て
、
法
制
史
の
金
田
助
教
授
は
法
制
史
的
立
場
か
ら
又
経
済
の
三
田
村

教
授
、
遠
藤
講
師
等
は
経
済
史
的
立
場
か
ら
九
州
地
方
文
化
の
研
究
を
行
つ
て
ゐ
た
が

そ
の
研
究
費
も
乏
し
く
、
三
者
有
機
的
結
合
も
な
く
、
不
満
に
感
じ
る
事
が
多
か
つ
た
の
で
、
今
回
綜
合
的
な
九
州
文
化
史
研
究
所
の

設
立
計
画
が
進
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
が
、
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
は
長
沼
賢
海
教
授
を
委
員
長
と
し
、
三
田
村
一
郎
教
授
、
金
田
平
一
郎

助
教
授
、
遠
藤
講
師
等
を
委
員
と
し
、
先
づ

 
 （
一
） 

九
州
各
藩
の
財
政
々
策
、
同
人
口
政
策
、
そ
の
他
藩
政
一
般
（
二
） 
九
州
各
地
方
の
経
済
的
研
究
（
三
） 

石
炭
に
関
す
る
研
究

（
四
）  

九
州
地
方
に
於
け
る
切
支
丹
文
化
の
研
究
等
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に
就
い
て
調
査
の
手
を
延
べ
る
事
に
な
つ
て
を
り
既
に
、
黒
田
、
小
笠
原
（
小
倉
）
両
藩
や
、
日
田
の
千
原
家
（
日
田
金
）
そ
の
他
に

就
て
は
法
、
文
、
経
三
科
の
綜
合
的
研
究
が
進
め
ら
れ
て
、
そ
の
研
究
完
成
の
時
が
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
、
な
ほ
同
研
究
は
今
の
と
こ
ろ

徳
川
時
代
以
後
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
目
下
要
求
中
の
二
万
円
の
研
究
所
創
設
新
規
要
求
が
容
れ
ら
れ
ゝ
ば
専
任
の
助
教
授
、
助
手

等
を
お
き
（
所
長
、
教
授
は
兼
任
の
予
定
）
そ
の
研
究
範
囲
も
古
代
に
ま
で
溯
り
、
建
国
以
来
の
九
州
文
化
史
に
亘
つ
て
研
究
す
る
事

に
な
つ
て
ゐ
る
。

非
常
時
だ
、
ど
う
な
る
か
見
当
が
つ
か
ぬ

予
算
問
題
留
学
生
問
題
等
々
松
浦
九
大
総
長
語
る

九
大
総
長
松
浦
鎮
次
郎
氏
は
上
京
中
の
と
こ
ろ
十
七
日
午
前
十
一
時
八
分
博
多
駅
着
列
車
で
帰
福
し
た
が
予
算
問
題
留
学
生
問
題
に
就

て
左
の
如
く
語
つ
た

「
何
し
ろ
非
常
時
で
軍
部
予
算
が
多
き
い
為
他
の
方
で
は
新
規
事
業
費
の
如
き
何
う
な
る
か
見
当
が
つ
か
な
い
、
内
務
省
の
新
規
要
求
は

一
割
に
査
定
さ
れ
残
り
九
割
は
不
承
認
に
な
つ
た
と
い
ふ
有
様
だ
か
ら
文
部
省
の
方
は
何
う
な
る
か
心
細
い
は
な
し
だ
。
本
大
学
の
新

規
要
求
は
、
理
学
部
の
新
設
、
航
空
学
科
、
建
築
学
科
等
相
当
あ
る
が
、
時
節
が
時
節
だ
か
ら
認
め
ら
れ
な
く
ば
諦
ら
め
ね
ば
な
る
ま

い
、
法
文
学
部
九
州
地
方
文
化
研
究
所
の
費
用
は
、
有
意
義
な
も
の
だ
し
且
つ
速
や
か
に
出
来
上
ら
ね
ば
史
料
の
散
逸
す
る
心
配
が
あ

る
の
で
是
非
承
認
さ
れ
た
い
と
希
望
し
て
ゐ
る
、
海
外
留
学
生
も
文
部
省
が
先
年
経
費
の
大
節
減
を
や
り
、
急
に
は
元
通
り
に
な
り
得

な
い
事
情
に
あ
る
の
で
本
大
学
か
ら
二
人
も
ゆ
け
れ
ば
結
構
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
、
愈
々
決
定
す
る
ま
で
に
は
未
だ
相
当
時
日
が
あ
り
、

早
く
て
今
年
末
遅
け
れ
ば
明
年
春
の
年
度
頃
で
な
け
れ
ば
判
ら
ぬ
か
も
知
れ
な
い

資
料
２
【
九
州
大
学
新
聞
１
９
３
４
年
９
月
29
日
】

全
九
州
の
古
代
へ
溯
る
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九
大
文
化
研
究
所

愈
々
開
設
よ
り
充
実
へ

本
学
法
文
学
部
四
番
教
室
地
下
室
に
事
務
室
を
設
け
、『
九
州
文
化
史
研
究
所
』
は
弥
々
九
月
開
校
以
来
開
所
さ
れ
た
。
そ
の
専
任
委
員

は
本
学
長
沼
教
授
、
三
田
村
教
授
、
金
田
助
教
授
及
び
遠
藤
講
師
が
当
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
研
究
事
項
は
九
州
全
般
に
亘
る
文

化
史
的
の
史
料
を
蒐
集
し
、
研
究
し
、
特
に
重
要
な
る
文
献
は
そ
の
模
写
、
復
写
等
を
な
し
、
全
国
の
斯
学
研
究
者
の
参
考
に
供
し
又

『
九
州
文
化
史
研
究
所
報
』
な
る
機
関
雑
誌
を
発
行
さ
れ
る
由
。
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
差
当
り
着
手
さ
れ
る
研
究
事
項
は
次
の
通
り
で

あ
る

（
一
）
福
岡
藩
の
税
法
研
究
殊
に
税
種
、
税
額
の
沿
革
的
研
究
を
中
心
と
し
て

（
二
）「
日
田
金
」
の
活
躍
を
中
心
と
し
て
見
た
る
九
州
諸
藩
の
財
政
窮
乏
状
態
並
に
、
そ
れ
に
対
す
る
各
藩
政
策
の
研
究

（
三
）
九
州
の
特
殊
産
業
と
し
て
の
石
炭
鉱
業
発
展
の
研
究

（
四
）
切
支
丹
関
係
書
類
殊
に
宗
門
改
帳
の
蒐
集

因
み
に
そ
の
経
常
予
算
は
文
部
省
を
経
て
現
に
大
蔵
省
に
廻
付
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
同
研
究
所
設
立
に
関
し
て
松
浦
総
長
の
直
接
、
間
接

の
甚
大
な
る
援
助
が
大
い
に
与
つ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
３
【
九
州
大
学
新
聞
１
９
３
４
年
９
月
29
日
】

研
究
室
を
の
ぞ
く
（
四
）

史
観
と
資
料
の
問
題

特
殊
研
究
・
日
田
金

遠
藤
講
師
（
法
文
）
に
聴
く
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旧
来
の
史
学
者
の
研
究
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
史
観
の
上
に
立
つ
新
興
史
学
の
勃
興
に
よ
つ
て
、
日
本
社
会
史
、
日
本
経
済
史
学
会
に
、

活
発
な
気
運
が
み
な
ぎ
つ
て
ゐ
る
時
、
本
学
に
お
け
る
真
摯
な
経
済
史
研
究
者
で
特
に
九
州
地
方
の
特
殊
研
究
、
殊
に
日
田
金
の
研
究

に
目
下
従
つ
て
ゐ
ら
れ
る
遠
藤
講
師
を
、
古
い
資
料
の
山
積
す
る
研
究
室
に
訪
ね
て
、
学
界
の
動
向
、
問
題
等
々
を
き
く
。

経
済
史
に
於
て
最
近
注
目
す
べ
き
動
向
は
―

 
 

日
本
経
済
史
と
し
て
は
最
近
殊
に
理
論
的
方
面
に
注
視
す
る
傾
向
が
強
く
な
つ
て
来
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
日
本
経
済
史
の
研
究
に

当
つ
て
、
今
ま
で
虫
喰
ひ
資
料
に
の
み
閉
籠
つ
て
来
た
反
動
と
の
云
へ
る
で
せ
う
。

 
 

こ
の
理
論
的
発
展
は
実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
程
で
す
が
、
而
し
乍
ら
正
確
な
資
料
に
基
か
な
い
理
論
は
歴
史
研
究
に
於
て
は
理
論
な
き

資
料
以
上
に
排
斥
す
べ
き
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
両
者
共
に
備
つ
た
も
の
が
良
い
わ
け
で
、
最
近
の
傾
向
に
は
こ
の
両
者
が
著

し
く
接
近
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
を
見
受
け
ま
す
。

現
在
の
学
界
の
問
題
は
―

 
 

学
界
で
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
問
題
か
ら
、
大
化
改
新
の
国
家
成
立
論
や
ら
、
幕
末
資
本
制
生
産
の
問
題
、
即
、
所
謂
マ
ニ
ユ
フ

ア
ク
チ
ユ
ア
の
問
題
更
に
農
村
に
於
け
る
新
地
主
発
生
論
、
等
々
、
実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
論
争
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
イ
ツ
ク
に
繰
返

さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
然
し
、
専
門
雑
誌
と
し
て
の
「
経
済
史
研
究
」
や
「
社
会
経
済
史
学
」
等
に
於
て
は
矢
張
り
忠
実
な
資
料
の
検
討

が
多
い
様
で
す
。
こ
れ
と
て
も
目
ま
ぐ
る
し
い
理
論
の
進
展
に
影
響
さ
れ
て
検
討
の
態
度
は
よ
ほ
ど
変
つ
て
来
て
は
ゐ
ま
す
が
。

九
州
文
化
史
研
究
所
が
出
来
る
さ
う
で
す
が
―

 
 

郷
土
史
家
と
提
携
し
て
各
地
に
根
本
資
料
の
蒐
集
が
各
大
学
で
企
て
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
注
目
す
べ
き
現
象
で
せ
う
。

 
 

こ
の
夏
、
東
大
の
大
内
、
土
屋
の
諸
先
生
や
、
京
都
の
黒
正
先
生
等
も
諸
所
を
廻
つ
て
居
ら
れ
る
様
で
す
。

 
 

九
大
で
も
長
沼
、
三
田
村
、
金
田
諸
先
生
が
九
州
の
諸
資
料
蒐
集
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
最
近
文
化
史
研
究
所
も
設
立

さ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
ま
す
が
、
九
州
文
化
発
展
の
趨
勢
か
ら
見
て
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
私
も
出
来
る
だ
け
お
手
伝
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へ
し
て
見
度
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。

先
生
も
こ
の
夏
御
旅
行
さ
れ
た
と
う
か
ゞ
ひ
ま
し
た
が
収
穫
は
―

 
 

矢
張
り
そ
の
関
係
で
夏
期
休
暇
中
北
九
州
を
廻
つ
て
、
豊
澤（
津
）（
小
笠
原
家
）、
森
（
久
留
島
家
）、
秋
月
（
黒
田
家
）
等
を
歩
い
て
九

州
の
経
済
状
態
を
知
る
に
重
要
な
資
料
が
各
所
に
残
つ
て
ゐ
る
の
を
知
り
ま
し
た
が
、
主
た
る
目
的
が
日
田
に
あ
つ
た
の
で
最
も
多

く
日
田
の
資
料
を
集
め
て
来
ま
し
た
。

先
生
の
御
研
究
で
最
も
興
味
を
御
持
ち
に
な
つ
て
ゐ
る
点
は
―

 
 

各
藩
の
藩
政
政
策
に
就
て
ゞ
す
。
高
利
貸
資
本
等
の
影
響
下
に
青
色
吐
息
の
諸
侯
が
、
如
何
に
そ
の
藩
の
赤
字
を
克
服
せ
ん
と
し
た

か
？ 

現
在
の
赤
字
財
政
と
対
比
し
て
、
当
時
の
対
策
及
そ
れ
に
関
す
る
理
論
等
が
面
白
い
問
題
で
あ
る
と
思
は
れ
ま
す
。

 
 

そ
れ
で
資
料
蒐
集
の
着
眼
点
も
主
と
し
て
こ
れ
に
置
き
ま
し
た
が
、
殊
に
面
白
か
つ
た
の
は
広
瀬
淡
窓
の
弟
久
兵
衛
の
福
岡
藩
に
対

す
る
赤
字
克
服
策
で
、
資
料
も
充
分
あ
り
面
白
い
と
思
ひ
ま
し
た
。

 
 

そ
の
福
岡
藩
の
赤
字
克
服
策
に
就
て
の
建
白
「
御
内
密
口
上
書
」
の
内
容
を
観
る
と
、
先
づ
第
一
に
大
阪（
坂
）へ
の
米
の
売
出
方
法
の
改

良
か
ら
積
極
的
な
国
産
奨
励
と
か
藩
営
事
業
、
更
に
生
蝋
会
所
の
改
革
等
に
就
て
詳
細
に
述
べ
て
経
費
節
約
及
び
生
産
伸
張
に
多
く

の
改
良
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
ゐ
ま
す
が
、
久
兵
衛
の
意
見
に
於
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
建
白
の
多
く
は
消
極
的
な

経
費
節
約
に
重
点
を
置
い
た
の
に
反
し
、
彼
は
積
極
的
に
生
産
の
拡
張
を
主
と
し
た
こ
と
で
す
。
久
兵
衛
の
「
御
内
密
口
上
書
」
の

他
に
も
一
ツ
「
南
陔
日
記
」
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
彼
の
事
業
日
記
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
こ
れ
に
依
つ
て
彼
の
事
蹟
が
は
つ
き
り

う
か
ゞ
は
れ
ま
す
。

 
 

極
く
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
事
の
調
査
は
や
が
て
現
在
に
於
け
る
政
策
の
樹
立
に
も
何
等
か
の
意
義
を
与
へ
る
も
の
で

は
な
い
で
せ
う
か
？

 
 

現
在
の
対
策
等
に
就
て
は
何
と
も
云
は
れ
ま
せ
ん
が
、
徳
川
時
代
の
諸
政
策
は
精
々
検
討
し
て
夏
休
中
の
収
穫
を
生
か
し
て
行
き
度
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い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。

資
料
の
写
真
を
ど
う
ぞ
―

先
生
の
出
さ
れ
た
の
が
、
何
と
一
万
八
千
両
の
借
用
証
文
だ
。
某
藩
よ
り
、
日
田
の
掛
屋
へ
貸
金
の
形
式
に
よ
る
一
種
の
預
金
の
証
文

だ
さ
う
で
あ
る
。

資
料
４
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
24
日
】

学
界
断
層
図　

九
大
の
巻
22

海
賊
の
研
究
に
没
頭

　

文
化
史
の
側
面
を
闡
明

　
　

法
文
学
部
の
長
沼
賢
海
教
授

　
　
　

九
州
文
化
史
を
探
る
人
々
（
Ａ
）

文
部
省
の
直
轄
研
究
所
と
し
て
い
ま
羽
振
り
の
い
〝ゝ
国
民
精
神
文
化
研
究
所
〟
の
名
付
親
は
実
に
九
大
法
文
学
部
の
教
授
会
で
あ
る
。

学
生
思
想
の
善
導
も
行
詰
ま
つ
た
と
云
わ
れ
た
頃
、
法
文
学
部
の
お
歴
々
が
頭
脳
を
し
ぼ
つ
て
考
へ
付
い
た
の
が
こ
の
〝
国
民
精
神
文

化
研
究
所
〟
で
、
科
学
的
に
日
本
文
化
の
研
究
を
や
り
、
先
づ
国
休
を
明
徴
に
し

〈
邪
悪
思
想
を
説
伏
し
よ
う
と
い
ふ
の
だ
。
早
速
文
部
省
に
予
算
を
要
求
〉

し
た
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
見
た
文
部
省
が
九
大
に
は
一
言
の
挨
拶
も
な
く
、
横
取
り
し
て
終
つ
た
の
で
、
創
案
者
の
法
文
学
部
教
授
会

は
、
鳶
に
油
揚
げ
を
攫
は
れ
た
恰
好
で
ポ
カ
ン
と
し
て
終
つ
た
も
の
だ
、
そ
れ
か
ら
例
の
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
日
満
関
係
が
不
可
分

と
な
る
や
九
大
で
は
早
速
〝
満
蒙
産
業
文
化
研
究
所
〟
の
設
立
を
計
画
し
た
が
、
こ
の
新
規
事
業
費
と
し
て
の
十
三
万
円
の
予
算
は
鳩

山
文
相
時
代
に
幸
ひ
文
部
省
を
通
過
し
た
の
で
、
大
に
期
待
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
大
蔵
省
で
握
り
つ
ぶ
さ
れ
、
未
だ
実
現
を
見
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な
い
。
大
澤
教
授
等
が
三
四
年
来
熱
心
に
主
張
し
て
ゐ
る
東
洋
文
化
の
綜
合
研
究
所
案
の
如
き
は
、
満
蒙
産
業
文
化
研
究
所
の
変
形
だ

が
、
そ
の
実
現
は
時
節
柄
前
途
遼
遠
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
三
度
目
に
立
案
さ
れ
た
の
が
こ
の
〝
九
州
文
化
史
研
究
所
〟
で
あ
る
。
何
し

ろ
時
は
未
曽
有
の
軍
事
膨
脹
時
代
の
事
だ
。

〈
文
化
史
研
究
所
の
費
用
な
ん
か
ホ
ン
の
僅
か
ば
か
り
だ
が
、
そ
れ
さ
へ
〉

文
部
省
を
通
過
せ
ず
難
産
だ
つ
た
の
を
本
部
か
ら
松
浦
総
長
の
ヘ
ソ
繰
り
を
貰
つ
て
細
々
な
が
ら
う
ぶ
声
を
挙
げ
た
の
は
一
昨
年
の
こ

と
だ
。
文
部
省
の
公
認
予
算
に
よ
ら
な
い
日
陰
も
の
ゝ
研
究
所
の
事
と
て
、
法
文
学
部
の
地
下
室
の
一
隅
に
小
さ
く
な
つ
て
店
を
開
き
、

折
角
松
浦
総
長
の
努
力
に
よ
つ
て
文
部
省
か
ら
公
認
さ
れ
る
晴
れ
の
日
を
待
つ
て
ゐ
る
が
、
何
し
ろ
赤
ん
坊
だ
つ
て
三
年
た
て
ば
独
り

歩
き
が
出
来
る
と
同
様
こ
の
九
州
文
化
史
研
究
所
も
益
々
内
容
充
実
し
て
、
長
沼
主
任
教
授
以
下
所
員
の
意
気
颯
爽
と
し
て
ゐ
る
の
は

嬉
し
い

長
沼
賢
海
教
授
…
読
者
よ
、
こ
の
教
授
の
名
前
の
中
に
抹
香
臭
い
も
の
を
嗅
ぐ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
教
授
は
越
後
の
名
刹
高
田

の
浄
興
寺
々
内
の
正
光
寺
の
住
職
で
あ
る
が
、
厳
密
に
云
へ
ば
氏
に
僧
籍
は
な
い
の
だ
。
何
故
な
ら
、
教
授
の
住
職
で
あ
る
正
光
寺
は
、

明
治
二
十
年
代
に
、
本
願
寺
の
宗
政
寺
法
に
反
逆
し
て
起
ち
、
そ
の
屋
台
骨
を
ゆ
す
ぶ
つ
て
本
願
寺
の
門
徒
を
震
憾
さ
せ
た
有
名
な
浄

興
寺
と
行
動
を
共
に
し
、
遂
に
浄
興
寺
以
下
十
三
寺
は
本
願
寺
か
ら
破
門
さ
れ
文
部
省
で
は
未
だ
に
別
派
と
し
て
も
公
認
さ
れ
て
ゐ
な

い
か
ら
だ
。

〈
と
こ
ろ
で
、
僧
侶
と
海
賊
、
こ
の
二
つ
は
お
よ
そ
縁
遠
い
二
つ
で
は
あ
〉

る
が
、
長
沼
教
授
と
海
賊
と
の
関
係
は
実
に
深
い
。
長
沼
教
授
が
海
賊
の
研
究
を
始
め
た
の
は
随
分
古
い
こ
と
で
、
広
島
高
師
の
教
授

時
代
の
、
瀬
戸
内
海
に
蟠
居
し
た
村
上
海
賊
の
研
究
は
有
名
な
も
の
だ
が
、
九
大
に
来
て
か
ら
は
専
ら
九
州
海
賊
の
研
究
に
没
頭
、
平

戸
の
松
浦
一
党
を
始
め
、
九
州
西
海
岸
に
蟠
居
し
大
明
の
人
々
を
ふ
る
へ
上
ら
せ
た
倭
寇
の
事
蹟
を
明
か
に
し
九
州
文
化
史
の
側
面
を

闡
明
し
た
功
績
は
甚
だ
大
き
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
四
国
の
村
上
氏
と
共
に
、
玄
海
か
ら
支
那
海
に
亘
つ
て
覇
を
唱
へ
て
ゐ
た
の
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は
松
浦
党
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
海
賊
と
し
て
は
異
色
の
あ
る
連
盟
組
織
を
も
つ
て
を
り
、
そ
の
間
鄭
成
功
な
ど
、
支
那
人
や
朝
鮮
人
な

ど
も
交
つ
て
ま
こ
と
に
劇
的
な
存
在
で
も
あ
つ
た
。
そ
の
松
浦
海
賊
の
内
容
は
従
来
不
明
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
を

〈
長
沼
教
授
は
、
松
浦
海
賊
の
一
党
で
あ
つ
た
島
の
青
方
家
の
文
書
に
よ
〉

つ
て
始
め
て
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
浦
党
と
は
平
戸
を
中
心
に
し
た
海
賊
の
集
団
で
あ
り
、
一

党
の
こ
と
は
万
事
合
議
制
に
よ
つ
て
決
定
し
た
り
、
他
の
棟
梁
中
心
の
海
賊
と
は
非
常
に
違
つ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
や
、
本
来
血
族
関

係
の
な
い
他
人
の
集
ま
り
な
の
で
個
人
的
の
問
題
に
関
し
て
は
本
姓
を
名
乗
る
が
、
集
団
的
な
場
合
に
は
松
浦
姓
を
名
乗
つ
た
こ
と
、

遂
に
は
系
図
ま
で
同
じ
に
し
て
終
つ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
の
外
元
寇
に
際
し
て
は
五
島
に
も
防
塁
を
築
き
防
備
し
た
松
浦
一
党
の
奮
戦
振

り
も
如
実
に
う
か
が
は
れ
て
非
常
に
興
味
あ
る
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
九
州
の
海
賊
に
就
て
は
、
長
沼
教
授
は
筑
前

宗
像
神
社
の
大
宮
司
宗
像
氏
や
、
糸
島
郡
の
志
渡
神
社
別
当
中
村
氏
、
八
幡
の
麻
生
氏
等
々
何
れ
も
錚
々
た
る
海
賊
で
あ
つ
た
事
実
を

明
ら
か
に
し
た
が
、
神
官
で
あ
る
宗
像
氏
の
如
き
は
既
に
平
安
朝
時
代
か
ら
海
賊
と
し
て
栄
え
て
ゐ
た
と
い
ふ
。

〈
ま
た
最
近
は
、
肥
前
名
護
屋
や
天
草
の
崎
津
同
高
濱
長
崎
懸
野
茂
﨑
備
〉

中
玉
島
等
々
の
宗
門
改
帳
を
蒐
集
し
て
整
理
中
で
あ
る
が
、
野
茂
崎
の
如
き
は
数
百
年
に
亘
る
二
百
冊
か
ら
の
宗
門
改
帳
が
保
存
さ
れ

て
を
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
人
口
増
減
の
事
実
が
判
る
し
、
且
つ
藩
主
の
人
口
政
策
等
も
知
る
こ
と
が
出
来
過
去
の
国
勢
調
査

と
も
な
る
の
で
、
同
帳
の
整
理
が
各
方
面
の
史
学
者
か
ら
待
た
れ
て
ゐ
る
。

【
法
文
学
部
文
科
国
史
学
教
授
長
沼
賢
海
氏
】

資
料
５
【
福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
25
日
】

学
界
断
層
図　

九
大
の
巻
23

　

貴
重
な
資
料
に
よ
り
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全
貌
を
現
し
た
日
田
金

　
　

三
田
村
、
遠
藤
氏
等
の
大
収
穫

　
　
　

九
州
文
化
史
を
探
る
人
々
（
Ｂ
）

九
州
文
化
史
研
究
所
が
、
三
ヶ
年
に
亘
る
資
料
蒐
集
に
於
て
最
大
の
発
見
と
も
云
ふ
べ
き
は
「
日
田
金
」
と
対
馬
宗
家
の
「
奴
婢
制
」

と
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
一
口
に
資
料
の
蒐
集
と
云
つ
て
し
ま
へ
ば
、
そ
れ
ま
で
ゞ
は
あ
る
が
、
幾
百
年
も
埋
れ
て
ゐ
た
文
書
の
中

か
ら
所
謂
学
問
的
価
値
あ
る
資
料
を
選
択
蒐
集
す
る
事
は
必
ず
し
も
楽
な
こ
と
で
は
な
い
。
常
な
ら
ば
、
大
学
で
は
厳
め
し
く
構
へ
た

教
授
も

〈
何
百
年
来
の
塵
埃
の
溜
つ
た
薄
暗
い
蔵
の
中
へ
真
裸
で
入
り
込
ん
で
〉

ア
セ
リ
ま
は
る
の
で
あ
る
。
古
鼠
な
ん
か
ま
だ
し
も
だ
こ
ゝ
を
安
息
所
と
す
る
青
大
将
の
平
和
な
夢
を
驚
か
し
て
―
尤
も
ど
ち
ら
が

愕
か
さ
れ
る
か
は
問
題
だ
が
―
汗
ダ
ク
で
探
す
其
苦
心
は
大
し
た
も
ん
だ
。
九
州
文
化
史
を
探
る
裏
に
は
、
史
学
者
の
人
知
れ
ぬ
か

う
し
た
苦
心
の
あ
る
事
を
先
づ
記
憶
し
て
お
い
て
頂
き
た
い

さ
て
、
春
、
大
地
の
温
か
み
の
中
か
ら
若
草
の
萌
え
出
づ
る
や
う
に
、
封
建
社
会
の
温
床
の
中
か
ら
萌
え
出
で
た
商
業
資
本
す
な
は
ち

大
阪
の
両
替
商
、
蔵
元
、
掛
屋
、
江
戸
の
札
差
等
々
が
何
れ
も
典
型
的
な
商
業
、
高
利
貸
資
本
家
と
し
て
存
在
し
た
事
に
関
し
て
は
、

日
本
経
済
史
学
者
に
於
て
既
に
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
方
の
そ
れ
に
関
し
て
は
殆
ん
ど
閑
却
さ
れ
た
と
云
つ
て
よ
い
。

〈
た
と
へ
ば
庄
内
酒
田
の
本
間
家
、
加
賀
の
木
谷
銭
屋
五
兵
衛
等
は
中
央
〉

の
そ
れ
と
は
若
干
性
質
は
異
る
が
、
兎
に
角
地
方
的
特
異
性
を
も
つ
商
業
高
利
貸
資
本
家
だ
と
見
て
よ
い
が
、
こ
れ
ら
と
同
じ
く
九
州

に
於
け
る
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
実
に
豊
後
日
田
に
生
成
発
展
し
た
も
の
で
「
日
田
金
」
の
名
に
於
て
呼
ば
れ
る
日
田
掛
屋
八
人
士
で

あ
る
。
こ
の
「
日
田
金
」
に
就
て
は
曩
に
竹
越
三
叉
の
「
日
本
経
済
史
」
に
於
け
る
記
述
が
あ
る
が
、
九
大
法
文
学
部
経
済
科
の
三
田

村
一
郎
教
授
、
同
遠
藤
正
男
講
師
等
九
州
文
化
史
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
に
よ
つ
て
、
始
め
て
「
日
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田
金
」
は
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
 

幕
末
日
本
の
経
済
史
、
わ
け
て
九
州
地
方
経
済
史
上
に
占
め
る
こ
の
「
日
田
金
」
の
意
味
は
大
き
い
、
豊
後
の
日
田
町
…
盆
地
の
中

に
お
き
忘
れ
ら
れ
た
こ
の
町
は
、
今
は
遊
覧
地
と
し
て
の
み
有
名
で
あ
る
、
読
者
は
こ
の
山
中
に
殆
ど
全
九
州
に
亘
つ
て
金
融
支
配

権
を
握
つ
て
ゐ
た
「
日
田
金
」
の
生
成
発
展
し
た
こ
と
を
意
外
に
思
う
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
こ
ゝ
に
は
古
く
か
ら
金
山
が
あ
つ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
封
建
時
代
の
地
理
的
関
係
を
考
へ
る
な
ら
す
べ
て
は
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
、
日
田
は
豊
後
の
西
北
端
の
盆
地
に

あ
り
東
は
玖
珠
郡
、
西
は
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
に
接
し
、
南
は
肥
後
、
北
は
豊
前
田
川
郡
に
境
し
全
九
州
支
配
に
は
最
も
優
れ
た
地

の
利
を
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る

〈
四
方
は
山
に
囲
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
西
方
に
は
夜
明
の
谷
が
あ
り
こ
ゝ
よ
〉

 
 

り
流
れ
出
る
三
隈
川
、
花
月
川
は
や
が
て
筑
後
二
郎
と
な
つ
て
海
に
注
ぎ
更
ら
に
遠
く
長
崎
と
の
舟
運
を
便
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
陸

路
は
東
は
由
布
を
経
て
日
出
か
ら
海
路
馬
関
に
出
ら
れ
る
し
、
西
は
宰
府
か
ら
博
多
、
北
は
中
津
、
小
倉
を
経
て
海
路
に
通
じ
て
ゐ

る
か
ら
、
こ
の
日
田
を
中
心
に
し
た
交
通
は
絡
繹
た
る
も
の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

の
み
な
ら
ず
附
近
に
は
金
銀
、
木
材
の
資
源
が
豊
で
あ
り
、
河
川
の
流
れ
と
米
産
と
は
酒
造
業
を
繁
昌
さ
せ
、
所
謂
収
益
の
蓄
積
が
可

能
で
あ
つ
た
事
が
こ
の
日
田
掛
屋
を
生
む
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
日
田
掛
屋
を
し
て
決
定
的
に
全
九
州
に
高
利
貸
資
本
を

拡
大
せ
し
め
た
も
の
は
実
に
幕
府
の
政
策
が
与
か
つ
て
力
あ
る
事
実
も
見
の
が
し
得
な
い
の
だ
。

〈
天
領
の
日
田
に
生
成
し
た
掛
屋
八
人
士
は
幕
府
の
権
力
と
結
ん
で
殆
ど
〉

全
九
州
の
諸
侯
を
金
融
を
通
じ
て
押
へ
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
が
、
幕
府
は
寧
ろ
こ
の
掛
屋
を
保
護
し
た
形
跡
さ
へ
見
え
る
の
だ
、
掛

屋
八
人
士
と
云
は
れ
る
千
原
幸
右
衛
門
、
草
野
忠
右
衛
門
、
廣
瀬
源
兵
衛
、
手
島
儀
七
、
山
田
半
四
郎
、
森
甚
左
衛
門
、
山
田
作
兵
衛
、

山
田
為
左
衛
門
等
は
何
れ
も
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

「
日
田
金
」
の
高
利
金
を
借
り
て
ゐ
た
の
は
百
姓
町
人
に
も
あ
つ
た
が
―
熊
本
藩
で
は
日
田
金
を
借
り
る
な
と
の
禁
令
を
出
し
て
ゐ
る
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―
九
州
諸
侯
や
武
士
が
最
も
多
か
つ
た
。
現
在
発
見
さ
れ
て
ゐ
る
う
ち
で
、
日
田
金
を
借
り
て
ゐ
な
い
の
は
薩
摩
の
島
津
と
佐
賀
の

鍋
島
の
両
藩
だ
け
だ
が
、
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
筑
前
福
岡
藩
、
筑
後
久
留
米
藩
、
豊
前
小
倉
藩
、
筑
前
秋
月
藩
、
筑
後
柳
河
藩
等
は

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
三
田
村
、
遠
藤
両
氏
が
両
千
原
家
、
廣
瀬
家
、
小
倉
藩
、
森
藩
だ
け
の
残
存
文
書
に
よ
つ
て
調
査
し
た

諸
侯
の
借
金
は
お
よ
そ
百
万
七
千
四
百
両
（
現
在
の
金
で
は
二
千
十
四
万
八
千
円
）
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
天
保－

慶
応
年
間
の

貸
借
を
差
引
し
て
ゐ
る
の
で
正
確
と
は
云
は
れ
な
い
が
、
大
凡
の
見
当
は
つ
く
の
で
あ
る
。
即
ち
借
り
頭
は
日
田
郡
代
で
二
十
四
万
二

千
両
、
小
倉
藩
二
十
万
七
千
六
百
両
、
秋
月
藩
十
二
万
六
千
両

〈
福
岡
藩
十
万
二
千
両
久
留
米
藩
九
万
六
千
両
森
藩
四
万
一
千
両
千
束
藩
〉

七
万
一
千
二
百
両
、
対
馬
藩
二
万
六
千
両
、
臼
杵
藩
二
万
四
千
両
、
そ
の
他
柳
河
、
大
村
、
杵
築
、
府
内
、
島
原
、
延
岡
、
蓮
池
、
唐

津
、
竹
田
、
鹿
島
、
厳
島
の
諸
藩
で
あ
る
が
流
石
の
お
国
大
名
も
こ
の
金
融
業
者
の
前
に
は
頭
が
上
が
ら
ず
、「
茂
重
畳
申
合
居
候
間
甚

だ
御
迷
惑
之
次
第
に
は
候
得
共
右
日
限
迄
御
待
可
被
下
候
云
々
」
―
と
謝
罪
状
を
出
し
て
ゐ
る
始
末
で
あ
る
。
封
建
時
代
の
社
会
機

構
の
上
に
大
き
く
根
を
張
つ
て
ゐ
た
「
日
田
金
」
も
封
建
制
の
崩
壊
と
共
に
大
名
へ
の
貸
金
も
貸
し
倒
れ
と
な
り
没
落
せ
ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
。
だ
が
こ
の
日
田
商
人
の
新
田
開
発
の
事
実
は
、
近
頃
論
壇
の
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
「
地
代
論
」
の
論
争
に
関
し
て
有
力
な
一

論
拠
を
与
へ
る
資
料
で
あ
る
事
を
附
加
し
て
お
か
う

 
 （

イ
）
近
世
日
本
の
農
業
は
完
全
な
資
本
主
義
化
が
行
は
れ
た
と
す
る
説
、（
松
好
氏
）（
ロ
）
全
然
資
本
主
義
的
要
素
は
な
く
封
建
的

で
あ
る
と
の
説
、（
山
田
氏
）（
ハ
）
完
全
な
資
本
主
義
化
で
も
ま
た
純
然
た
る
封
建
的
で
も
な
い
と
す
る
説
（
向
坂
氏
、
土
屋
氏
）

等
三
つ
の
説
に
対
し
て
、
こ
れ
は
最
後
の
（
ハ
）
説
に
有
力
な
論
拠
を
与
へ
る
資
料
で
あ
る
か
ら
だ

【
法
文
学
部
経
済
科
教
授
三
田
村
一
郎
氏
（
上
）
同
講
師
遠
藤
正
男
氏
】
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福
岡
日
日
新
聞
昭
和
11
年
６
月
26
日
】

学
界
断
層
図　

九
大
の
巻
24

　

永
代
身
売
の
証
文
や

　

対
馬
宗
家
の
〝
奴
婢
帳
〟

　
　

法
制
史
の
金
田
助
教
授
の
掘
出
も
の

　
　
　

九
州
文
化
史
を
探
る
人
々
（
Ｃ
）

「
天
孫
降
臨
」
の
神
話
に
か
ら
む
高
千
穂
時
代
の
こ
と
は
説
く
ま
い
。
下
つ
て
万
葉
時
代
に
は
、
筑
紫
の
火
の
国
は
、
ま
た
夢
幻
的
な
詩

の
国
で
も
あ
つ
た
。
お
し
な
べ
て
大
陸
文
化
の
摂
取
時
代
に
は
九
州
は
文
化
の
尖
端
を
ゆ
く
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
の
大
き
な
働
き
を

も
つ
て
ゐ
た
。
更
に
王
朝
時
代
と
も
な
つ
て
日
本
文
化
の
華
絢
爛
た
る
頃
に
は
文
化
の
中
心
に
隔
絶
し
た
地
理
的
理
由
に
よ
つ
て
国
内

文
化
の
滲
透
力
は
弱
く
、
従
つ
て
そ
の
文
化
的
影
響
も
遅
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
が
、
然
し
未
だ
海
外
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
内
外
文

化
の
折
衝
点
と
し
て
特
異
な
地
位
を
誇
つ
て
ゐ
た
。
か
う
し
た
九
州
の
地
理
的
関
係
の
特
異
性
は
必
然
に
そ
の
文
化
に
も
特
色
づ
け

〈
い
は
ゆ
る
九
州
型
の
存
在
が
学
者
に
よ
つ
（
マ
マ
）主

張
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
〉

九
大
の
九
州
文
化
史
研
究
所
の
如
き
、
斯
う
し
た
と
こ
ろ
に
目
標
を
お
い
て
研
究
陣
を
張
つ
て
ゐ
る
が
、
同
所
員
で
あ
り
法
科
法
制
史

の
担
任
助
教
授
金
田
平
一
郎
氏
の
如
き
は
わ
け
て
そ
の
熱
心
な
「
九
州
型
文
化
」
の
研
究
者
で
あ
る
。
金
田
助
教
授
は
最
近
旧
対
馬
藩

主
宗
家
の
文
書
中
か
ら
夥
し
い
奴
婢
帳
を
発
見
非
常
な
興
味
を
も
つ
て
整
理
中
で
あ
る
が
、
こ
の
対
馬
は
、
大
陸
文
化
の
摂
取
時
代
に

は
、
そ
の
文
化
的
中
継
地
で
も
あ
り
、
謂
は
ゞ
日
本
の
前
衛
と
し
て
の
立
場
に
あ
つ
た
、
日
本
最
初
の
銀
山
は
先
づ
こ
の
対
馬
で
開
発

せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
経
済
史
上
に
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
対
馬
で
は
、
徳
川
時
代
に
な
つ
て
ズ
ー
ッ
と
後
代
、
幕
末
の
頃
ま
で
中
世
の

名
残
り
を
と
ゞ
め
た
奴
婢
制
が
存
続
し
て
ゐ
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
絶
海
の
孤
島
に
於
け
る
事
と
て
従
来
中
央
の
学
界
に
も
知

ら
れ
ず
に
埋
も
れ
て
ゐ
た
の
が
今
回
発
見
さ
れ
た
の
だ
が
こ
れ
こ
そ
学
界
に
於
け
る
貴
重
な
堀
出
し
も
の
な
の
で
あ
る
。
刑
罰
と
し
て
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の
奴
婢
の
制
は
、
中
世
ま
で
厳
存
し
罪
を
犯
し
た
も
の
は
従
来
の
身
分
を
失
ひ
奴
婢
と
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
近
世
以
後
は
、
実
際
に
は

余
り
適
用
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
だ

〈
徳
川
幕
府
に
於
け
る
御
定
書
に
も
「
奴
」
の
刑
罰
が
一
箇
条
見
え
て
ゐ
る
〉

が
こ
れ
は
重
婚
の
女
に
限
つ
て
科
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
も
実
際
に
は
殆
ど
活
用
さ
れ
ず
、
此
種
の
女
は
「
吉
原
へ
賜
り
」
強
制
的

に
女
郎
に
さ
れ
た
事
が
史
実
に
は
見
え
て
ゐ
る
最
近
金
田
助
教
授
が
発
見
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
幕
府
は
こ
の
種
の
女
を
場
合
に
よ
つ
て

は
女
日
照
り
で
渇
し
て
ゐ
る
村
へ
や
つ
て
結
婚
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
日
本
で
は
唯
一
の
強
制
結
婚
の
例
だ
ら

う
と
言
は
れ
て
ゐ
る
、
と
こ
ろ
で
対
馬
で
は
幕
府
に
於
て
す
ら
実
際
に
適
用
し
な
か
つ
た
「
奴
婢
制
」
が
極
最
近
の
文
久
年
代
ま
で
も

実
際
に
広
く
活
用
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
宗
家
の
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
奴
婢
帳
」「
奴
婢
下
さ
れ
帳
」「
科
人
帳
」「
罰
責
帳
」
に
記

録
さ
れ
た
奴
婢
は
随
分
多
い
が
、
大
部
分
は
窃
盗
、
出
奔
、
博
奕
、
狼
藉
等
の
罰
と
し
て
奴
婢
に
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
数
に
於
て
は
男

の
奴
の
方
が
女
の
婢
よ
り
断
然
多
い
。
こ
の
奴
婢
と
す
る
年
限
は
勿
論
罪
状
に
よ
つ
て
違
う
が
三
年
、
五
年
、
七
年
、
十
年
、
永
代
の

五
種
に
分
れ
て
を
り
主
に
百
姓
町
人
だ
け
で
武
士
に
は
適
用
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
ら
し
い

〈
尚
ほ
親
や
夫
の
罪
に
縁
座
し
た
妻
子
で
奴
刑
を
科
せ
ら
れ
た
者
も
相
当
〉

あ
る
恋
に
生
き
る
島
の
若
者
た
ち
が
出
奔
し
て
「
三
年
切
奴
婢
に
被
成
下
」
と
の
判
決
を
下
さ
れ
で
も
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
「
紅
涙
」
は

し
ぼ
る
程
に
も
流
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
然
も
面
白
い
の
は
こ
の
「
奴
婢
下
さ
れ
帳
」
の
も
つ
意
味
で
あ
る
。「
下
さ
る
」
と
か
「
賜
は

る
」
と
か
云
へ
ば
、
ま
こ
と
に
有
難
い
事
の
様
だ
が
事
実
は
藩
主
が
無
役
の
科
人
を
養
ふ
代
り
に
領
民
に
こ
れ
を
「
賜
つ
た
」
も
の
で

貰
つ
た
者
は
科
人
の
逃
走
に
対
し
て
は
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
し
、
時
に
は
科
人
で
乱
暴
者
や
怠
者
も
ゐ
た
で
あ
ら
う
し
、
甚
だ
迷
惑
が

つ
て
ゐ
た
事
も
ほ
の
見
え
て
ゐ
る
、
ま
た
無
用
に
な
つ
た
奴
婢
は
一
応
藩
主
へ
返
還
し
、
こ
の
奴
婢
は
更
に
他
の
者
へ
下
さ
れ
た
事
も

記
録
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
租
税
の
変
形
と
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
徳
川
幕
府
時
代
の
懲
役
制
度
は
一
般
に
幼
稚
で
江
戸
で
は
寄
せ
場
人
足
に
使
は
れ
た
位
の
も
の
だ
が
、
当
時
九
州
の
懲
役
制
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度
は
最
も
進
歩
し
て
を
り
、
就
中
熊
本
藩
の
宝
歴（
暦
）以
後
の
そ
れ
は
日
本
で
一
番
進
歩
し
た
制
度
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近

金
田
助
教
授
に
よ
つ
て
小
倉
、
佐
賀
両
藩
の
懲
役
制
度
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
進
歩
し
て
を
り
、
小
倉
藩
の
如
き
は
軽
罪
の
も
の
に
は
丸
に

懲
の
字
を
入
れ
た
半
纏
を
着
せ
て
行
商
に
出
し
た
り
―
半
纏
は
籠
の
中
へ
入
れ
て
を
れ
ば
着
な
く
て
も
よ
い
―
外
泊
を
許
し
た
り

し
た
も
の
だ
と
い
ふ
が
、
近
頃
行
刑
上
の
画
期
的
新
傾
向
だ
と
云
つ
て
騒
が
れ
て
ゐ
る
囚
人
の
外
出
ど
こ
ろ
か
、
外
泊
さ
へ
が
九
州
で

は
既
に
古
く
か
ら
許
さ
れ
て
ゐ
た
ん
だ
か
ら
面
白
い
。
然
し

〈
一
体
に
そ
の
内
容
に
於
て
は
時
代
と
共
に
進
歩
的
だ
つ
た
九
州
文
化
は
〉

形
式
の
上
で
は
、
甚
だ
し
く
遅
れ
、
徳
川
時
代
に
於
て
す
ら
中
世
の
安
土
桃
山
時
代
の
面
影
を
残
し
て
所
謂
「
九
州
型
」
を
見
せ
て
ゐ

る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
こ
そ
九
州
文
化
の
特
異
性
と
し
て
強
く
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
、
こ
の
傾
向
は
九
州
方
言
の
中
に
も
随

分
強
く
現
は
れ
て
を
り
中
世
ま
で
の
流
行
語
で
あ
つ
た
オ
ギ
ノ
リ
（
押
し
売
り
）
の
言
葉
は
貝
原
益
軒
の
歌
道
訓
の
中
に
も
記
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
法
律
語
と
し
て
は
返
還
を
納
所
、
永
代
に
売
り
渡
す
こ
と
を
永
代
相
伝
と
書
い
て
中
世
の
形
そ
の

ま
ゝ
で
あ
る
。

最
近
金
田
助
教
授
は
、
長
崎
奉
行
所
の
犯
科
帳
二
百
冊
許
り
が
、
長
崎
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
知
り
、
近
く
此
犯
科
帳
に
就

て
研
究
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
日
本
に
於
け
る
最
古
の
国
際
私
法
の
研
究
と
し
て
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ま
た
対
馬
で
発
見

さ
れ
た
「
厳
牆
集
」
は
徳
川
幕
府
初
期
の
お
仕
置
裁
許
帳
二
冊
を
元
禄
十
一
年
に
書
写
し
た
も
の
で
、
上
野
の
帝
国
図
書
館
所
蔵
の
原

本
と
共
に
法
制
史
上
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
ま
た
同
助
教
授
が
最
近
四
国
で
発
見
し
た
永
代
人
身
売
買
の
証
文
の
如
き
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
そ
の
妻
子
ま
で
一
緒
に
売
り
渡
し
た
も
の
で
吾
国
唯
一
の
貴
重
な
証
文
と
し
て
史
学
者
か
ら
垂
涎
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
だ

【
写
真
は
、
福（
徳
）島

県
県
麻
植
郡
学
島
村
池
北
家
旧
蔵
の
人
身
永
代
売
渡
証
文
と
金
田
助
教
授
】）
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